
大
会
は
、
中
野
執
行
副
委
員
長
の

司
会
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

代
議
員
30
名
中
30
名
の
出
席
、
執

行
部
10
名
中
10
名
、
会
計
監
査
員
２

名
中
２
名
の
出
席
で
大
会
が
成
立
し
、

議
長
団
に
は
、
議
長
に
近
畿
地
方
本

部
選
出
の
安
東
代
議
員
、
副
議
長
に

同
じ
く
近
畿
地
方
本
部
選
出
の
田
中

代
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
森
田
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
、
経
過
報
告
、
協
約
・
協
定
の
締

結
、
二
〇
二
一
年
度
運
動
方
針
、
決

算
・
予
算
の
承
認
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
権
投
票
で
は
、
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
宣

言
を
読
み
上
げ
、
最
後
に
植
田
新
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し

ま
し
た
。

（1） 2021年 8月 3日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町2-2 国労大阪会館内 06－6358－1190 JR071-4548.9 NO.313
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組
織
拡
大
に
全
力
を
あ
げ
よ
う

第
三
五
回
定
期
西
日
本
本
部
大
会

国
労
西
日
本
本
部
は
８
月
24
日
、
国
労
大
阪
会
館
に
お
い
て
第
35
回
定
期
西
日
本
本
部
大
会
を

開
催
し
、
こ
の
一
年
間
の
闘
い
の
総
括
を
行
い
、
安
全
輸
送
の
確
立
、
労
働
条
件
の
改
善
、
組
織
拡

大
、
総
選
挙
勝
利
、
22
春
闘
等
の
諸
課
題
に
つ
い
て
今
後
一
年
間
の
闘
う
方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
職
場
・
地
域
で
の
様
々
な
問
題
、
新
採
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
組
織
拡
大
に
対
す
る
取

り
組
み
、
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
反
対
、
春
闘
に
お
け
る
意
思
統
一
の
取
り
組
み
、
総
選
挙
勝
利
、
地
域

と
の
共
闘
し
た
闘
い
の
報
告
な
ど
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議長団 安東代議員 田中代議員

組
織
拡
大

組
織
拡
大
は
相
手
を
変
え
る
闘

争
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
自
分

自
身
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
自
分
と
の
闘
い
も
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
加
入
の
訴
え
を

躊
躇
す
る
こ
と
な
く
、
正
面
か
ら

堂
々
と
労
働
組
合
と
は
何
か
、
労

働
者
は
ど
う
生
き
る
べ
き
か
を
熱

く
語
る
自
信
と
確
信
を
持
つ
こ
と

が
必
要
で
す
。

安
全
・
安
心
輸
送
の
確
立

福
知
山
線
事
故
か
ら
16
年
が
経

過
し
、
今
後
は
事
故
の
教
訓
か
ら

定
義
さ
れ
た
８
つ
の
視
点
に
基
づ

く
安
全
の
取
り
組
み
を
監
視
し
、

福
知
山
線
事
故
を
風
化
さ
せ
ず
安

全
を
最
優
先
と
す
る
企
業
風
土
確

立
の
取
り
組
み
を
強
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ロ
ー
カ
ル
線
問
題
を
国
民
の
移

動
す
る
権
利
・
交
通
権
の
立
場
か

ら
捉
え
公
共
交
通
と
し
て
利
便
性

を
確
保
し
地
域
住
民
の
足
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
こ
の
間

の
運
動
の
教
訓
に
学
び
、
自
治
体

へ
の
要
請
や
利
用
者
・
地
域
住
民

と
の
様
々
な
共
同
行
動
な
ど
の
存

続
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。

労
働
条
件
改
善
、
権
利
の
確
立

「
内
部
留
保
の
一
部
を
切
り
崩

し
て
賃
金
の
引
き
上
げ
を
」
の
我
々

の
要
求
に
対
し
て
は
会
社
は
ゼ
ロ

回
答
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
一
方
で
株
式
配
当
は
減
配
と

い
え
ど
も
内
部
留
保
で
あ
る
利
益

剰
余
金
を
切
り
崩
し
て
配
当
を
し

て
い
ま
す
。
別
途
回
答
と
し
て
い

る
２
０
２
１
年
年
末
手
当
で
の
国

労
要
求
（
３
・
０
ヶ
月
）
の
満
額

回
答
を
め
ざ
し
、
全
力
で
闘
い
を

進
め
る
こ
と
と
、
２
０
２
２
年
春

闘
に
向
け
て
、
生
活
実
態
・
賃
金

ア
ン
ケ
ー
ト
で
出
さ
れ
る
回
答
を

ベ
ー
ス
に
人
間
ら
し
く
生
活
を
し

て
い
く
た
め
に
生
活
費
と
し
て
い

く
ら
必
要
な
の
か
生
計
費
原
則
で

の
要
求
討
議
と
要
求
確
立
で
、
全

国
統
一
闘
争
を
展
開
す
る
こ
と
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

政
治
課
題

菅
政
権
の
政
治
姿
勢
は
破
綻
し

た
新
自
由
主
義
で
あ
り
、
そ
れ
は

「
自
己
責
任
論
」
を
押
し
付
け
本

来
、
国
が
国
民
生
活
を
守
る
と
い

う
「
公
助
」
を
疎
か
に
し
、
人
間

を
分
断
し
、
人
間
の
連
帯
を
破
壊

し
て
不
合
理
な
現
実
を
容
認
さ
せ

る
も
の
で
す
。

来
る
べ
き
衆
議
院
総
選
挙
で
は
、

自
公
政
権
が
推
し
進
め
る
破
綻
し

た
新
自
由
主
義
路
線
の
政
治
に
終

止
符
を
打
ち
、
格
差
是
正
と
国
民

生
活
を
し
っ
か
り
応
援
す
る
政
治

へ
の
転
換
を
求
め
野
党
共
闘
を
中

心
と
し
た
選
挙
戦
勝
利
の
た
め
全

力
を
挙
げ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

国
労
西
日
本
本
部

森
田
執
行
委
員
長
挨
拶
要
旨

【
来
賓
の
皆
さ
ん
】

交
運
共
済

西
日
本
事
業
本
部

里
内
本
部
長

国
労
本
部

木
村
執
行
副
委
員
長

岩
元
書
記
長

辻
執
行
委
員

羽
生
会
計
監
査
員



松
尾
修
代
議
員
（
近
畿
）

春
闘
で
は
、
不
安

と
諦
め
の
中
で
、
他

組
合
員
か
ら
期
待
の

声
が
出
て
い
た
。
年

末
手
当
・
22
春
闘
は
、

ス
ト
ラ
イ
キ
で
勝
ち
取
ろ
う
。

「
み
ど
り
の
窓
口
」
閉
鎖
な
ど
で

利
用
者
・
住
民
の
声
を
無
視
し
、
職

場
で
は
、
労
災
事
故
が
多
発
し
、
要

員
削
減
で
技
術
継
承
が
で
き
て
い
な

い
。
労
働
者
を
巻
き
込
ん
だ
運
動
を

し
て
い
き
た
い
。

総
選
挙
で
は
、
野
党
革
新
の
勝
利

で
菅
政
権
を
倒
そ
う
。

山
脇
浩
志
代
議
員
（
近
畿
）

春
闘
で
は
、
多
く

の
社
員
が
不
満
で
、

生
活
が
成
り
立
っ
て

い
な
い
。
年
末
手
当

は
満
額
回
答
を
求
め

て
統
一
行
動
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

職
場
で
は
、
業
務
区
分
の
見
直
し

に
よ
り
、
網
干
工
場
は
委
託
の
拡
大

が
進
み
、
安
全
・
利
便
性
が
低
下
し
、

重
大
事
故
に
つ
な
が
る
。
要
求
を
前

進
さ
せ
る
事
が
重
要
だ
。

山
口
雅
幸
代
議
員
（
北
陸
）

駅
の
窓
口
閉
鎖
・
委

託
等
で
44
名
削
減
さ
れ
、

駅
の
利
便
性
が
低
下
す

る
。
私
た
ち
は
そ
の
流

れ
を
食
い
止
め
、
本
来
の
駅
の
役
割

を
考
え
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て

交
渉
し
て
い
く
。

ロ
ー
カ
ル
線
の
運
転
半
減
・
ワ
ン

マ
ン
化
拡
大
を
許
さ
ず
、
地
交
線
を

守
る
た
め
に
国
に
対
し
て
要
請
行
動

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

藤
江
美
男
代
議
員
（
米
子
）

春
闘
は
コ
ロ
ナ
禍
で

運
動
が
出
来
な
く
な
っ

た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
は
慎

重
に
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
。

現
場
で
は
、
外
注
化
の
拡
大
・
駅

の
要
員
削
減
な
ど
の
効
率
化
が
進
み
、

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
安
全
・
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
向
け
た
運
動
が
重
要

だ
。ロ

ー
カ
ル
線
を
守
る
に
は
、
自
治

体
と
連
携
し
、
国
労
全
体
で
守
る
取

り
組
み
が
必
要
だ
。

中
尾
孝
志
代
議
員
（
近
畿
）

組
織
拡
大
で
は
、

他
組
合
員
と
の
対
話

が
不
足
し
て
い
る
。

国
労
の
先
輩
方
が
今

の
労
働
条
件
を
勝
ち

取
っ
て
き
て
い
る
。
今
の
会
社
の
現

状
は
、
若
い
社
員
に
と
っ
て
は
、
か

わ
い
そ
う
だ
。
こ
の
現
状
を
伝
え
る

た
め
に
も
掲
示
板
は
一
人
で
も
設
置

す
る
べ
き
だ
。
そ
し
て
、
ネ
ッ
ト
の

活
用
な
ど
で
私
た
ち
の
要
求
を
訴
え

る
べ
き
だ
。

藤
江
一
成
代
議
員
（
岡
山
）

春
闘
は
、
他
労
組

と
の
運
動
の
違
い
を

見
せ
る
た
め
、
ス
ト

ラ
イ
キ
が
必
要
だ
。

手
当
の
年
間
臨
給

方
式
が
問
題
で
は
な
い
か
。

ロ
ー
カ
ル
線
問
題
で
、
芸
備
線
が

廃
線
の
危
機
に
あ
る
。
国
交
省
大
臣

は
「
安
易
に
廃
線
し
な
い
で
」
と
い
っ

て
い
る
。
エ
リ
ア
と
し
て
、
統
一
的

な
行
動
を
提
起
し
て
ほ
し
い
。

永
井
義
弘
代
議
員
（
近
畿
）

駅
で
は
、
営
業
時

間
を
短
縮
し
た
。
利

用
者
は
、
遠
隔
Ｍ
Ｖ

の
順
番
待
ち
な
ど
で

不
慣
れ
な
利
用
者
は
わ
か
ら
な
い
。

私
た
ち
は
安
全
・
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
つ
な
が
る
人
減
ら
し
合
理
化
に
反

対
し
、
地
域
・
職
場
か
ら
運
動
を
強

化
し
て
い
く
。

一
人
勤
務
駅
、
駅
長
業
務
者
に
対

し
て
の
手
当
を
求
め
て
い
く
。

夏
季
手
当
の
超
低
額
回
答
に
は
、

職
場
に
大
い
に
不
満
が
あ
る
。
内
部

留
保
金
を
活
用
す
べ
き
。
そ
し
て
、

行
き
過
ぎ
た
経
費
削
減
を
是
正
さ
せ

よ
う
。

加
藤
昌
孝
代
議
員
（
博
多
）

ボ
ー
ナ
ス
の
減
額

は
内
部
留
保
を
抱
え

な
が
ら
労
働
者
に
押

し
付
け
て
い
る
。
若

い
社
員
た
ち
の
怒
り

に
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
一
時
帰
休

は
、
税
金
で
支
払
わ
れ
て
い
る
事
が

わ
か
っ
て
い
な
い
。
知
ら
せ
て
行
く

こ
と
が
大
事
だ
。

メ
ー
デ
ー
で
は
、
30
歳
代
の
仲
間

が
決
意
表
明
を
し
た
。
総
選
挙
は
野

党
共
闘
を
実
現
し
、
勝
利
し
よ
う
。

東
幹
男
代
議
員
（
近
畿
）

夏
季
手
当
で
ロ
ー
ン

が
払
え
な
い
状
態
な
の

で
年
末
手
当
の
闘
い
を

早
急
に
し
て
、
来
春
闘

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

経
費
削
減
は
、
関
連
会
社
の
削
減
・

安
全
の
低
下
に
つ
な
が
る
。

駅
の
効
率
化
は
、
利
便
性
の
低
下

だ
。

沖
川
稔
代
議
員
（
広
島
）

ロ
ー
カ
ル
線
を
守
る

闘
い
で
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
「
交

通
弱
者
に
や
さ
し
い
鉄

道
に
」
等
の
回
答
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
芸
備
線
廃
止
反
対

の
た
め
、
岡
山
地
本
と
連
携
し
て
、

自
治
体
要
請
行
動
を
し
て
い
き
た
い
。

シ
ニ
ア
社
員
は
、
社
員
と
同
等
の

仕
事
を
し
て
い
る
。
賃
金
面
の
改
善

を
し
て
ほ
し
い
。

（2） 2021年 8月 3日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町2-2 国労大阪会館内 06－6358－1190 JR071-4548.9 NO.313
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社
会
民
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党
大
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国
労
北
海
道
本
部

国
労
東
日
本
本
部

国
労
東
海
本
部

国
労
四
国
本
部

国
労
九
州
本
部

第
35
回
定
期
大
会
発
言
要
旨
①

退任される森田文一委員長、新田敏雄
執行委員、お疲れさまでした。


